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1 次の極限値を求めなさい．

(1) lim
x→−1
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(3) lim
x→−2

√
2− x− 2

x+ 2

2 「関数 f(x) の x = a における微分係数 f ′(a)」の定義
式を書きなさい．

3 次の関数 y の導関数を求めなさい.

(1) y = 3x4 − 2x3 + 5x+ 3

(2) y = (3− 2x)5

(3) y =
√
5x− 2

(4) y = e2x+1

(5) y = log(2x+ 5)

(6) y = sin(4− 3x)



 

(7) y =
x+ 7

x2 − 3

(8) y = (x2 + 3)
√
2x+ 1

(9) y = log(sinx)

(10) y = cos2 x

(11) y = sin−1(2x)

(12) y = (x2 + 2x) tan(3x+ 8)

4 対数微分法を用いて f(x) =
(x+ 3)2√
2x+ 1

を微分し，微分係
数 f ′(4) を求めなさい.

5 関数 f(x) = x4 + 4x3 の極値を求めなさい．



 

※ 6 と 7 は選択問題です. どちらか一方にのみ答え
なさい. 【15点（部分点なし）】

6 逆余弦関数 cos−1 x がどのような関数の逆関数か述べな
さい. さらに, 逆関数の定義と合成関数の微分の公式を
用いて，

(
cos−1 x

)′
= − 1√

1− x2

を示しなさい．

7 x = 0 を中心とする逆正接関数 tan−1 x の Taylor 級数
を 5次の項まで求めなさい．


